
  
 

 

   「花の都・ちば」 

   シンボルキャラクター 

  ちはなちゃん 

いい
うう
のの
でで
、、
共共
通通
理理
解解
をを
得得
るる
にに
ああ
たた
っっ
てて
はは
、、

大大
変変
好好
都都
合合
でで
しし
たた
。。
そそ
のの
一一
歩歩
をを
踏踏
みみ
出出
しし

てて
いい
たた
だだ
いい
たた
ここ
とと
にに
大大
変変
感感
謝謝
をを
しし
てて
いい
まま

すす
。。
そそ
のの
後後
、、
井井
出出
實實
校校
長長
先先
生生
、、
森森
正正
一一
校校

長長
先先
生生
のの
ごご
理理
解解
、、
そそ
しし
てて
教教
職職
員員
のの
皆皆
様様
のの

ごご
支支
援援
をを
得得
てて
現現
在在
まま
でで
五五
年年
間間
続続
けけ
るる
ここ
とと

がが
でで
きき
、、
感感
謝謝
のの
言言
葉葉
もも
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。  

  

ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
のの
皆皆
様様
はは
、、
毎毎
水水
曜曜
日日
八八
時時

十十
分分
～～
八八
時時
二二
十十
五五
分分
まま
でで
のの
時時
間間
、、
先先
生生
がが

用用
意意
しし
たた
漢漢
字字
テテ
スス
トト
をを
採採
点点
しし
、、
間間
違違
いい
のの

指指
導導
をを
しし
てて
帰帰
りり
まま
すす
。。
学学
期期
一一
度度
反反
省省
会会
をを

もも
っっ
てて
意意
見見
交交
換換
しし
てて
いい
まま
すす
。。
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ

アア
のの
人人
達達
はは
、、
学学
年年
一一
人人
かか
二二
人人
でで
すす
。。
常常
時時

十十
人人
～～
十十
二二
人人
のの
方方
がが
携携
わわ
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
児児

童童
六六
年年
生生
のの
向向
後後
ささ
んん
下下
池池
ささ
んん
はは
、、「「
家家
庭庭
でで

のの
勉勉
強強
のの
習習
慣慣
がが
つつ
いい
たた
。。
漢漢
字字
のの
音音
訓訓
のの
読読

みみ
がが
わわ
かか
るる
よよ
うう
にに
なな
っっ
たた
。。
ドド
リリ
ルル
のの
勉勉
強強

でで
漢漢
字字
のの
使使
いい
方方
がが
わわ
かか
っっ
てて
きき
たた
。。
音音
読読
がが

スス
ララ
スス
ララ
でで
きき
るる
よよ
うう
にに
なな
っっ
たた
。。
五五
十十
問問
テテ

スス
トト
でで
九九
十十
点点
以以
上上
取取
れれ
るる
よよ
うう
にに
なな
っっ
たた
。。」」

とと
のの
感感
想想
をを
述述
べべ
てて
くく
れれ
まま
しし
たた
。。  

  

ピピ
ーー
ンン
とと
張張
りり
詰詰
めめ
たた
教教
室室
のの
空空
気気
、、
カカ
タタ

カカ
タタ
とと
なな
るる
鉛鉛
筆筆
のの
快快
いい
響響
きき
、、「「
やや
っっ
たた
、、
百百

点点
」」
とと
いい
うう
喜喜
びび
のの
声声
、、
そそ
のの
瞬瞬
間間
にに
浸浸
るる
ここ

とと
がが
でで
きき
るる
喜喜
びび
をを
感感
じじ
てて
いい
まま
すす
。。
わわ
ずず
かか

十十
五五
分分
のの
絆絆
でで
すす
がが
、、
ここ
のの
出出
会会
いい
がが
大大
きき
なな

絆絆
にに
なな
るる
ここ
とと
をを
願願
っっ
てて
いい
まま
すす
。。「「
人人
かか
らら
事事

へへ
、、
事事
かか
らら
人人
へへ
」」
のの
中中
でで
何何
かか
がが
生生
まま
れれ
てて

きき
まま
すす
。。
そそ
のの
何何
かか
をを
大大
切切
にに
しし
たた
いい
とと
思思
いい

まま
すす
。。「「
何何
かか
をを
始始
めめ
るる
とと
何何
かか
にに
つつ
なな
がが
りり
何何

かか
がが
生生
まま
れれ
るる
」」
ここ
れれ
がが
福福
祉祉
のの
原原
点点
とと
思思
っっ

てて
いい
まま
すす
。。  

  

何何
かか
をを
始始
めめ
るる
とと
何何
かか
にに
つつ
なな
がが
りり  

何何
かか
がが
生生
まま
れれ
るる  

――
「「椎椎
名名
小小
学学
校校
漢漢
字字
パパ
ワワ
ーー
アア
ッッ
ププ
」」  

ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
活活
動動
をを
振振
りり
返返
っっ
てて
――  

  
  
  
  
  
  
  

委委
員員
長長  

岡岡  

本本  

博博  

幸幸  

  

新新
年年
ああ
けけ
まま
しし
てて
おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま

すす
。。
今今
年年
はは
辰辰
年年
、、
皆皆
様様
にに
とと
っっ
てて
飛飛
躍躍
のの
年年

でで
ああ
りり
まま
すす
よよ
うう
ごご
祈祈
念念
いい
たた
しし
まま
すす
。。  

  

平平
成成
二二
十十
三三
年年
度度
新新
語語
・・
流流
行行
語語
トト
ッッ
ププ
三三

はは
「「
なな
でで
しし
ここ
ジジ
ャャ
パパ
ンン
・・
帰帰
宅宅
難難
民民
・・
絆絆
」」

でで
ああ
りり
まま
しし
たた
。。「「
なな
でで
しし
ここ
ジジ
ャャ
パパ
ンン
」」
はは
、、

国国
民民
にに
感感
動動
とと
希希
望望
をを
与与
ええ
てて
くく
れれ
まま
しし
たた
。。

「「
絆絆
」」
はは
、、
東東
日日
本本
大大
震震
災災
でで
、、
地地
震震
、、
津津
波波
、、

原原
発発
とと
いい
うう
未未
曽曽
有有
のの
大大
被被
害害
をを
蒙蒙
っっ
たた
そそ
のの

後後
のの
復復
興興
にに
向向
けけ
てて
のの
合合
言言
葉葉
とと
しし
てて
全全
国国

的的
・・
世世
界界
的的
にに
広広
がが
っっ
てて
いい
きき
まま
しし
たた
。。  

  

十十
一一
月月
下下
旬旬
にに
パパ
リリ
のの
ユユ
ネネ
スス
ココ
本本
部部
をを
表表

敬敬
訪訪
問問
すす
るる
機機
会会
がが
ああ
りり
まま
しし
たた
。。
玄玄
関関
をを
入入

るる
とと
正正
面面
にに
「「
絆絆
・・
ＫＫ
ＩＩ
ＺＺ
ＵＵ
ＮＮ
ＡＡ
」」
のの
文文
字字

のの
下下
にに
、、
世世
界界
五五
十十
九九
ヵヵ
国国
、、
三三
万万
千千
四四
百百
八八

十十
五五
のの
メメ
ッッ
セセ
ーー
ジジ
がが
寄寄
せせ
らら
れれ
てて
いい
るる
ここ
とと

がが
大大
きき
くく
書書
かか
れれ
てて
いい
まま
しし
たた
。。「「
絆絆
」」
のの
言言
葉葉

がが
全全
世世
界界
にに
広広
がが
りり
をを
見見
せせ
てて
いい
るる
ここ
とと
をを
示示

しし
てて
いい
まま
しし
たた
。。
大大
変変
感感
動動
的的
でで
しし
たた
。。  

  

世世
界界
的的
言言
語語
とと
しし
てて
「「
もも
っっ
たた
いい
なな
いい
」」
がが

ああ
りり
まま
すす
。。
そそ
れれ
にに
続続
いい
てて
「「
絆絆
」」
がが
世世
界界
的的

言言
語語
とと
しし
てて
定定
着着
しし
、、
世世
界界
のの
人人
々々
がが
手手
をを
結結

びび
世世
界界
平平
和和
のの
礎礎
にに
なな
るる
言言
語語
とと
しし
てて
広広
まま
っっ

てて
いい
くく
ここ
とと
をを
願願
わわ
ずず
にに
はは
いい
らら
れれ
まま
せせ
んん
でで

しし
たた
。。  

  

「「
絆絆
」」
はは
、、
家家
庭庭
がが
基基
とと
なな
りり
、、
向向
ここ
うう
三三

軒軒
両両
隣隣
かか
らら
、、
村村
、、
町町
、、
市市
、、
そそ
しし
てて
国国
とと
広広  
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がが
っっ
てて
いい
きき
まま
すす
。。「「
絆絆
」」
はは
人人
々々
のの
営営
みみ
のの
中中

でで
生生
まま
れれ
、、
強強
いい
縒縒
りり
をを
作作
りり
、、
守守
りり
、、
育育
みみ
、、

受受
けけ
継継
ぎぎ
、、
広広
めめ
そそ
しし
てて
、、
結結
びび
目目
をを
強強
くく
しし

てて
いい
くく
のの
でで
すす
。。  

  

「「
絆絆
」」
はは
、、
人人
とと
人人
とと
のの
繋繋
がが
りり
、、
事事
とと
事事

のの
繋繋
がが
りり
をを
通通
しし
てて
生生
まま
れれ
るる
もも
のの
でで
すす
。。
でで

すす
かか
らら
、、
何何
かか
をを
始始
めめ
なな
けけ
れれ
ばば
絆絆
はは
生生
まま
れれ

てて
ここ
なな
いい
のの
でで
すす
。。
そそ
のの
何何
かか
をを
始始
めめ
るる
第第
一一

歩歩
がが
大大
事事
だだ
とと
思思
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
緑緑
区区
地地
域域
福福

祉祉
計計
画画
推推
進進
協協
議議
会会
のの
委委
員員
のの
皆皆
様様
はは
、、
地地
域域

福福
祉祉
のの
一一
助助
とと
なな
るる
べべ
くく
様様
々々
なな
行行
動動
をを
計計
画画

しし
進進
めめ
てて
いい
まま
すす
。。
しし
かか
しし
、、
そそ
のの
一一
歩歩
のの
踏踏

みみ
出出
しし
はは
、、
大大
変変
なな
ここ
とと
とと
思思
っっ
てて
いい
まま
すす
。。  

  

ここ
ここ
でで
、、「「
椎椎
名名
小小
学学
校校
漢漢
字字
パパ
ワワ
ーー
アア
ッッ

ププ
」」
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
活活
動動
がが
どど
のの
よよ
うう
なな
過過
程程

をを
経経
てて
現現
在在
にに
至至
っっ
てて
いい
るる
かか
をを
紹紹
介介
しし
てて
みみ

たた
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
活活
動動
のの
出出

発発
はは
、、
私私
のの
方方
かか
らら
学学
校校
へへ
おお
願願
いい
にに
上上
がが
りり

まま
しし
たた
。。
そそ
れれ
はは
、、
学学
校校
とと
地地
域域
のの
結結
びび
つつ
きき

をを
高高
めめ
るる
ここ
とと
、、
児児
童童
のの
学学
力力
向向
上上
にに
繋繋
がが
るる

ここ
とと
、、
子子
どど
もも
とと
のの
触触
れれ
合合
いい
をを
深深
めめ
るる
ここ
とと
、、

そそ
しし
てて
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
活活
動動
のの
推推
進進
でで
ああ
りり
まま

しし
たた
。。  

  

しし
かか
しし
、、
学学
校校
教教
育育
法法
のの
免免
許許
をを
持持
たた
なな
いい

素素
人人
がが
関関
わわ
るる
ここ
とと
でで
すす
かか
らら
、、
学学
校校
とと
しし
てて

はは
大大
きき
なな
問問
題題
だだ
っっ
たた
とと
思思
いい
まま
すす
。。
先先
生生
方方

とと
のの
意意
思思
統統
一一
・・
問問
題題
作作
成成
・・
子子
どど
もも
とと
のの
対対

応応
等等
々々
共共
通通
理理
解解
をを
図図
るる
うう
ええ
でで
職職
員員
会会
議議
がが

何何
回回
とと
なな
くく
行行
わわ
れれ
たた
とと
思思
わわ
れれ
まま
すす
。。
ここ
れれ

らら
のの
課課
題題
をを
乗乗
りり
越越
ええ
てて
一一
歩歩
（（
平平
成成
十十
八八
年年

四四
月月
））
をを
踏踏
みみ
出出
しし
てて
くく
だだ
ささ
っっ
たた
のの
がが
、、
行行

川川
勤勤
校校
長長
先先
生生
でで
しし
たた
。。
先先
生生
はは
、、
前前
任任
校校
でで

同同
じじ
よよ
うう
なな
活活
動動
をを
しし
てて
いい
たた
ここ
とと
がが
ああ
るる
とと  
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◆◆
第第
十十
四四
回回
精精
神神
保保
健健
福福
祉祉
教教
室室  

「「
ここ
ここ
れれ
のの
健健
康康
教教
室室
」」のの
開開
催催
にに
つつ
いい
てて  

 

こ
こ
ろ
の
健
康
に
悩
む
人
達
が
、
こ
れ

を
克
服
し
な
が
ら
地
域
で
暮
ら
し
、
喜
び

を
見
出
せ
る
よ
う
に
す
る
の
は
大
き
な

課
題
で
す
。
そ
こ
で
専
門
家
の
先
生
に
よ

る
お
話
を
聞
き
、
こ
こ
ろ
の
健
康
を
考
え

る
豊
か
な
生
活
を
す
る
た
め
に
皆
で
語

り
合
い
ま
し
ょ
う
。 

日
時
：
平
成
二
十
四
年
二
月
五
日
（
日
） 

 
 
 

十
三
時
～
十
六
時 

会
場
：
緑
区
鎌
取
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

 
 
 

多
目
的
ホ
ー
ル 

講
演
：
テ
ー
マ
「
統
合
失
調
症
の
早
期
支

援
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」 

講
師
：
東
大
医
学
部
付
属
病
院 

助
教 

精
神
科
医 

古
川 

俊
一 

先
生 

主
催
：
千
葉
市
保
健
福
祉
局
高
齢
障
害
部

障
害
者
自
立
支
援
課 

実
施
主
体
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
千
家
連
、
千
南
会 

      

◆◆
おお
ゆゆ
みみ
野野
地地
区区
部部
会会
にに
よよ
るる  

「「ふふ
れれ
ああ
いい
・・いい
きき
いい
きき
ササ
ロロ
ンン
」」  

 

十
二
月
八
日
（
木
）、
鎌
取
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、

高
齢
者
福
祉
委
員
会
主
催
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
委
員
会
の
協
力
に
よ
り
、「
ふ
れ
あ
い･

い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

会
場
を
歌
声
列
車
に
み
た
て
た
ア
コ

ー
デ
ィ
オ
ン
奏
者
の
徳
永
馨
さ
ん
の
伴

奏
で
、「
北
国
の
春
」
や
「
き
よ
し
こ
の

夜
」
な
ど
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
全
員
で

熱
唱
。
サ
ン
タ
や
ト
ナ
カ
イ
に
扮
し
た
ス

タ
ッ
フ
が
会
場
を
回
り
、
さ
ら
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
サ
ン
タ
か
ら
プ

レ
ゼ
ン
ト
の
お
菓
子
が
手
渡
さ
れ
、
参
加

者
大
満
足
の
、
ち
ょ
っ
と
早
め
の
ク
リ
ス

マ
ス
会
と
な
り
ま
し
た
。 

           

     

現
在
、
緑
区
で
は
第
二
期
地
域
福
祉
計

画
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ

の
た
び
、
本
計
画
を
よ
り
具
体
的
に
進
め

る
た
め
、
四
つ
の
小
委
員
会
を
設
置
し
ま

し
た
。
活
動
状
況
に
つ
い
て
左
記
の
と
お

り
報
告
し
ま
す
。 

◆◆
災災
害害
時時
障障
害害
者者
対対
応応  

 

災
害
時
に
お
け
る
障
害
者
の
特
性
に

応
じ
た
協
力
体
制
の
構
築
に
向
け
て
検

討
す
る
小
委
員
会
を
、
こ
れ
ま
で
に
計
二

回
開
催
し
ま
し
た
。
他
市
の
要
援
護
者
支

援
を
参
考
に
、
支
援
の
方
法
も
平
常
時
の

支
援
と
災
害
時
の
支
援
に
分
け
て
検
討

し
て
い
ま
す
。 

◆◆
見見
守守
りり
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク
構構
築築  

 

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向

け
て
検
討
す
る
小
委
員
会
を
、
こ
れ
ま
で

に
計
二
回
開
催
し
ま
し
た
。
他
市
及
び
市

内
の
先
進
事
例
等
を
基
に
、
見
守
り
と
は

何
か
、
ど
こ
が
主
体
と
な
る
の
か
、
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
イ
メ
ー
ジ
等
、
様
々

な
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
の
目
標
と
し
て
は
、
対
象

地
域
、
地
区
を
モ
デ
ル
的
に
選
定
し
、
見

守
り
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

◆◆
災災
害害
時時
ママ
ッッ
ププ
づづ
くく
りり  

 

災
害
時
に
お
け
る
避
難
経
路
や
避
難

場
所
（
広
域
避
難
場
所
、
避
難
所
）、
災

害
医
療
協
力
施
設
等
を
分
か
り
や
す
く

掲
載
し
た
災
害
マ
ッ
プ
の
作
成
方
法
に

つ
い
て
検
討
す
る
小
委
員
会
を
、
今
後
開

催
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

◆◆
学学
校校
生生
徒徒
とと
施施
設設
入入
所所
者者
とと
のの
交交
流流  

 

「
手
紙
か
ら
始
ま
る
絆
の
出
会
い
」
を

実
践
す
る
た
め
、
緑
区
内
の
小
・
中
学
生

と
施
設
入
所
者
の
手
紙
等
（
絵
手
紙
、
短

歌
、
川
柳
）
に
よ
る
交
流
を
検
討
す
る
小

委
員
会
を
、
こ
れ
ま
で
に
計
四
回
開
催
し

ま
し
た
。
交
流
を
通
し
て
共
に
生
き
る
こ

と
の
大
切
さ
・
す
ば
ら
し
さ
を
理
解
し
合

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
二
つ
の
小
学
校

と
三
つ
の
中
学
校
を
選
定
し
、
ま
た
、
軽

費
老
人
ホ
ー
ム
を
五
つ
選
定
し
ま
し
た
。

現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
及
び
施
設
を
調

整
し
、
交
流
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

      

 

 

 

 

コ

ー

ナ

ー

 

 

 

 

 

小

委

員

会

 



   

◆◆
被被
災災
地地
のの
おお
年年
寄寄
りり
にに  

温温
もも
りり
をを
送送
りり
まま
すす
。。  

 

千
葉
市
社
会
福
祉
協
議
会
誉
田
地
区

部
会
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
『
ひ
ま
わ
り
』

で
は
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
皆
様

を
支
援
し
よ
う
と
の
思
い
で
、「
ひ
ざ
掛

け
」・「
肩
掛
け
」
三
百
八
十
六
枚
を
つ
く

り
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
誉
田
二
丁
目
町
内
会
長
（
渡

辺
会
長
）と
サ
ロ
ン
代
表
者（
中
村
さ
ん
）

と
で
、
千
葉
市
役
所
本
庁
舎
を
訪
問
し
、

千
葉
市
副
市
長
さ
ん
に
手
渡
し
し
て
被

災
地
で
あ
る
宮
城
県
亘
理
町
の
佐
藤
記

念
体
育
館
で
避
難
生
活
を
さ
れ
て
い
る

皆
様
に
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
方
に
は
早
く

元
の
生
活
に
戻
ら
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。 

～
緑
区
区
長
か
ら
一
言
～ 

 

い
き
い
き
サ
ロ
ン
『
ひ
ま
わ
り
』
の
皆

様
方
の
こ
の
よ
う
な
活
動
に
対
し
て
、
他

団
体
の
協
力
を
受
け
な
が
ら
、
皆
様
で
一

編
み
・
一
針
に
気
持
ち
を
込
め
て
製
作
さ

れ
た
と
伺
い
ま
し
た
。 

 

区
長
と
し
て
、
緑
区
民
で
あ
る
皆
様
の

活
動
を
誇
り
に
思
う
と
と
も
に
、
今
回
の

支
援
物
資
の
提
供
に
あ
た
り
、
ご
尽
力
さ

れ
た
関
係
者
の
皆
様
に
深
く
敬
意
と
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

                    

◆◆
伝伝
統統
をを
次次
のの
世世
代代
にに  ババ

トト
ンン
タタ
ッッ
チチ
！！  

 

椎
名
地
区
で
は
、
次
世
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
、
今
は
消
え
つ
つ
あ
る
昔
遊
び

や
伝
統
行
事
な
ど
を
、「
ふ
れ
あ
い
」
な

が
ら
語
り
継
い
で
い
ま
す
。 

 

十
一
月
の
「
し
い
の
み
祭
」
で
は
、 

【
し
め
縄
作
り
】 

            

【
竹
馬
遊
び
】 

           

そ
の
他
、
ビ
ー
玉
遊
び
・
こ
ま
回
し
・
竹

と
ん
ぼ
作
り
・
め
ん
こ
遊
び
・
こ
と
り
笛

作
り
・
絵
手
紙
作
り
な
ど
を
楽
し
ん
で
伝

え
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
十
二
月
に
は
子
ど
も
た
ち
が
育

て
た
お
米
を
使
い
、
長
さ
二
十
メ
ー
ト
ル

の
【
太
巻
す
し
作
り
】
に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

             

◆◆
支支
ええ
ああ
いい
街街
づづ
くく
りり  

『『おお
おお
かか
ぶぶ
会会
』』のの
ごご
紹紹
介介  

 

本
会
は
、
越
智
は
な
み
ず
き
台
団
地
を

中
心
と
し
た
地
域
住
民
の
参
加
協
力
に

よ
り
、
地
域
を
活
性
化
し
、
高
齢
者
・
障

害
者
等
に
対
す
る
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
や
交

流
等
の
活
動
を
通
じ
て
優
し
い
地
域
社

会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

椎

名

地

区 

土

気

地

区 

  おお家家にに飾飾ろろうう！！        ここわわいいよよ～～……((>>__<<))      

すすごご～～いい長長いいおおすすしし！！  

誉

田

地

区 



平
成
二
十
三
年
二
月
一
日
に
設
立
し
ま

し
た
。
会
員
は
現
在
百
六
十
名
で
す
。 

          

★
活
動
内
容
★ 

①
病
院
や
買
い
物
な
ど
へ
の
送
迎 

②
簡
単
な
電
気
仕
事
・
大
工
仕
事
、
草
刈

り
や
生
垣
・
樹
木
の
剪
定
等
の
家
事
支

援
活
動 

③
会
員
相
互
及
び
地
域
活
性
化
の
た
め

の
サ
ロ
ン
・
交
流
活
動 

④
お
お
か
ぶ
会
会
報
「
お
お
か
ぶ
便
り
」

の
発
行 

★
会
員
・
賛
助
会
員
★ 

 

支
援
を
受
け
た
い
人
、
協
力
す
る
人
及

び
参
加
意
識
を
持
っ
て
い
る
人
は
す
べ

て
会
員
。
ま
た
、
本
会
の
活
動
に
賛
同
す

る
個
人
、
企
業
、
団
体
は
賛
助
会
員
。 

★
運
営
資
金
★ 

 

本
会
は
、
運
営
資
金
（
借
入
金
）、
運

営
協
力
金
（
会
員
が
出
し
合
う
協
力
金
）、

賛
助
会
費
、
寄
付
金
品
等
に
よ
り
運
営
。 

 

原
則
と
し
て
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
は
無
償
。 

【
会
長 

杣
澤 

郁
夫
】 

    

◆◆
奥奥
地地
圭圭
子子
氏氏
講講
演演  

「「
心心
配配
しし
なな
いい
でで
不不
登登
校校  

とと
いい
ええ
るる

たた
めめ
にに
」」にに
参参
加加
しし
てて  

 
小
中
学
生
の
子
ど
も
が
お
り
ま
す
の

で
、
子
育
て
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
こ

う
と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。 

 

お
子
さ
ん
の
不
登
校
と
い
う
先
生
ご

自
身
の
体
験
を
き
っ
か
け
に
、
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
の
開
設
、
行
政
へ
の
働
き
か
け
、

中
学
校
の
開
校
な
ど
の
活
動
を
通
し
て

不
登
校
児
の
全
面
的
な
支
援
を
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
先
生
の
大
変
な
熱
意
を

感
じ
ま
し
た
。 

 

親
や
周
り
の
大
人
は
ど
の
よ
う
に
子

ど
も
を
理
解
し
、
か
か
わ
っ
て
い
く
の
が

良
い
の
か
指
針
と
な
る
お
話
で
し
た
。 

 

私
自
身
、
親
と
し
て
の
気
持
を
優
先
し

て
し
ま
い
、
子
ど
も
自
身
の
気
持
ち
を
考

え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
反
省
し
ま
し

た
。 

 

自
分
の
子
ど
も
が
不
登
校
に
な
っ
て

も
、
こ
の
よ
う
な
支
援
が
身
近
に
あ
れ
ば

未
来
が
み
え
る
と
思
い
ま
す
し
、
現
在
、

不
登
校
で
悩
ん
で
い
る
親
御
さ
ん
や
本

人
た
ち
に
広
く
認
知
さ
れ
る
こ
と
を
望

ん
で
や
み
ま
せ
ん
。 

                      

                            

 

お
ゆ
み
野
地
区 

編 

集 

後 

記 

 

大
震
災
で
被
害
を
受
け
ら
れ
た

方
々
よ
り
、
皆
様
か
ら
受
け
た
「
助

け
合
い
」
の
行
動
に
、
復
興
へ
の

勇
気
も
出
ま
し
た
と
の
声
が
届
け

ら
れ
ま
し
た
。 

 

日
頃
よ
り
向
こ
う
三
軒
両
隣
の

絆
の
輪
を
広
げ
る
た
め
の
広
報
紙

を
志
し
ま
す
。（
Ｈ
） 

 

 皆様こんにちは。私ども社会福

祉協議会緑区事務所は、この４月

より組織及び人員の改編等によ

り生まれ変わりました。 

 今まではどちらかというと、事

務所で皆様からのご相談を待っ

ていたり、皆さんの活動を後方か

らお手伝いすることが主でした。 

 これからは、皆様の元に出向

き、一緒に悩み、考え、課題を 

共有し、その課題の解決に向け

て、専門機関・団体や地域のネッ

トワークとつなげたり、新たなネ

ットワークを提案したりといっ

た「つなぎ」・「調整」・「企画提案」

の役割を果たしていきます。 

 今後、皆様とは様々な場所でお

会いすることも多々あるかと思

いますので、どうぞお気軽にご相

談ください。 

 
皆さんに幸せを
届けます！ 
これからどんど
ん皆さんの地域
にもお邪魔しま
すね！ 

◆お楽しみ会（音楽を楽しもう！） 

 平成２４年１月１５日（日） 

◆まちづくりフォーラム２０１２ 

 平成２４年１月２２日（日） 

◆四季の道駅伝大会 

 平成２４年２月１９日（日） 

◆ふれあい・子育てサロン 

 平成２４年１月３１日（火） 

 平成２４年３月１日（木） 

◆ふれあい・いきいきサロン 

 平成２４年２月９日（木） 

 平成２４年３月８日（木）ランチ 


